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・林業白書」から見る

取り巻く情勢
・林業白書」から見る

取り巻く情勢
森林と林業に関する動向と施策をまとめた

「平成18年度　森林・林業白書」が完成しました。
そこに書かれている内容から、現在の取り組みはもちろん

今後の林業活性化につながる取り組みや
地球温暖化防止のために緊急に取り組む必要がある森林整備などが見えてきました。

「
平
成
一
八
年
度　

森
林
・
林
業
白
書
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
冒
頭
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
で
は
、
大
き
な
動
き
と
し
て
、「
新

た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
と
「
美
し

い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。

平
成
一
八
年
九
月
八
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
で
は
、

よ
り
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
森
林
づ
く

り
の
推
進
、
そ
し
て
国
産
材
の
利
用
拡
大

を
軸
に
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
を
目

指
す
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
が
再
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
葉
樹
林
化
や
長
伐
期
化
な
ど
一
〇
〇
年

先
を
見
通
し
た
多
様
な
森
林
づ
く
り
や
、

施
業
の
集
約
化
、
製
材
・
加
工
の
大
規
模

化
な
ど
が
そ
の
一
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

す
。ま

た
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国

民
運
動
」
で
は
、
国
民
の
皆
様
の
森
林
・

林
業
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
得
て
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
森
林
を
適
切
に
整
備
・

保
全
し
て
、
緑
豊
か
な
国
土
を
創
造
し
て

い
く
た
め
に
は
、
国
全
体
で
〝
美
し
い
森

林
づ
く
り
〞
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
。
国
産
材
利
用
を
通
じ

た
適
切
な
森
林
整
備
、
森
林
を
支
え
る
担

い
手
や
地
域
づ
く
り
、
都
市
住
民
や
企
業

な
ど
に
よ
る
幅
広
い
森
林
づ
く
り
へ
の
参

画
な
ど
を
通
し
て
、
多
様
で
健
全
な
森
林

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

 

こ
の
ほ
か
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、

温
暖
化
防
止
の
た
め
の
森
林
吸
収
源
対
策

の
加
速
化
の
必
要
性
、
平
成
一
八
年
に
急

激
に
変
化
し
た
木
材
価
格
の
動
き
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
の
推
進
に
つ
い
て
の

紹
介
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
と
「
美
し
い

森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」、
い
ず
れ

に
お
い
て
も
国
産
材
利
用
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
健
全
な
森
林
づ
く
り
を
支
え
る
上
で
不

可
欠
だ
か
ら
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
国
産
材
需
要
の
減
少
に

よ
り
、
林
業
の
経
営
意
欲
が
減
退
し
、
さ

ら
に
供
給
力
が
弱
ま
る
と
い
う
悪
循
環
の

構
造
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
林
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
減
少
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
て
い
な

い
森
林
が
一
部
に
見
ら
れ
ま
す
。
森
林
の

健
全
な
育
成
を
図
る
に
は
、
林
業
生
産
活

平
成
一
八
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

〜
二
つ
の
大
き
な
計
画
が
始
動
〜

今
年
度
の
特
集
は

林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
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「平成18年度　森林

森林・林業を
「平成18年度　森林

森林・林業を

動
が
持
続
的
に
行
わ
れ
、
森
林
を
支
え
る

林
業
が
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
現
在
、
木
材
輸
入
価
格
の
高
騰
、
国

内
の
森
林
資
源
の
充
実
、
木
材
加
工
技
術

の
向
上
な
ど
、
国
産
材
利
用
を
進
め
る
追

い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
林
業
・
木
材
産

業
は
、
こ
の
機
会
を
好
機
と
捉
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
国
産
材
製
品
を

供
給
し
得
る
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
向

け
て
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
は
じ
め

国
土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
な
ど
多
様

な
役
割
を
果
た
す
「
緑
の
社
会
資
本
」
で

す
。
そ
の
森
林
を
将
来
に
わ
た
り
健
全
に

育
て
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
上
で
、

林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
が
カ
ギ
と
な
る

の
で
す
。

新たな森林・林業基本計画の始動

「美しい森林づくり推進国民運動」の展開

温暖化防止のための森林吸収源対策の加速化

急激に変化した平成18年度の木材価格

環境に優しい木質バイオマス資源

1
2
3
4
5

トピック
ス
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現
在
、
植
林
か
ら
伐
採
ま
で
の
長
期
間

に
わ
た
る
投
資
に
見
合
っ
た
収
入
を
、
林

業
関
係
者
が
得
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
林
業
従
事
者
の
減
少

や
高
齢
化
も
進
み
、
日
本
の
林
業
は
元
気

を
失
っ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
た
な
「
森
林
・
林
業
基
本

計
画
」
や
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国

民
運
動
」
が
始
動
し
、
森
林
の
整
備
や
保

全
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
わ
が
国
の

人
工
林
資
源
は
、
利
用
可
能
な
時
期
を
迎

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
利
用
可
能
な
人
工
林

を
伐
採
し
木
材
と
し
て
使
う
こ
と
は
、
資

源
を
循
環
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
結
果
的
に
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
森
林
づ
く
り
を
可
能
と

し
ま
す
。

今
回
出
た
白
書
を
見
る
と
、
今
、
日
本

の
林
業
に
、
追
い
風
が
吹
き
始
め
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
林
業
が

活
性
化
し
て
い
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
そ

こ
で
追
い
風
と
な
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

整
理
し
て
紹
介
し
ま
す
。

近
年
、
国
際
的
に
木
材
需
要
が
高
ま
っ
て

世
界
的
な
木
材
需
要
の
増
加
と

輸
入
価
格
の
向
上

日
本
の
人
工
林
面
積
は
、
森
林
面
積
の
約

四
割
に
も
及
び
ま
す
。
そ
れ
ら
の
植
林
は
、

戦
中
の
必
要
物
資
や
戦
後
の
復
興
用
資
材
の

確
保
の
た
め
に
伐
採
さ
れ
た
森
林
の
跡
地
か

ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
〇

〜
四
〇
年
代
の
高
度
成
長
の
下
、
増
加
す
る

木
材
需
要
に
応
え
る
た
め
の
伐
採
と
、
そ
の

跡
地
へ
の
植
林
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭

和
四
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
利
用
可
能
な
森

森
林
資
源
の
増
加

森林・林業白書から
浮き彫りになった

林業を活性化するための
ポイント

国
産
材
利
用
を
進
め
る

三
つ
の
追
い
風1

2

上：ある会社では、複数の工場が連
携し、核となる工場が一括して
乾燥や仕上げ加工を行うことに
より効率的な生産や品質管理の
徹底を図っています　

右：京都市の森林組合などでは、マ
ンション等の内装に北山杉を使
う取り組みを推進しています
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（129）

（103）
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（136）

ホワイトウッド
集成管柱

　スギ正角
（乾燥材）

ラワン合板

針葉樹合板

資料：農林水産省「木材価格」、日刊木材新聞

図１　製材品・合板価格の推移

※単位は、集成管柱、正角は1本（10.5 × 10.5 × 300／㎝）あたり、ラワン合板は１枚（1.2 × 90× 180／㎝）あたり、
　針葉樹合板は1枚（1.2 × 91× 182／㎝）あたり。

い
ま
す
。
と
く
に
中
国
で
は
、
著
し
い
経

済
成
長
に
よ
り
、
丸
太
を
は
じ
め
と
す
る

木
材
需
要
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
、原
油
価
格
の
高
騰
や
ユ
ー

ロ
の
高
騰
が
重
な
り
、
平
成
一
八
年
の
輸
入

木
材
価
格
は
急
激
に
上
昇
し
ま
し
た
。
平
成

一
七
年
の
平
均
単
価
に
比
べ
る
と
、
平
成

一
八
年
末
は
ラ
ワ
ン
丸
太
が
約
四
割
、
北
洋

カ
ラ
マ
ツ
丸
太
が
約
三
割
、
製
品
の
ラ
ワ
ン

合
板
が
約
五
割
、
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
集
成
管

柱
が
約
三
割
も
上
昇
し
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
を
背
景
に
、
国
内
の
合

板
・
集
成
材
メ
ー
カ
ー
で
は
、
原
材
料
を
外

国
産
か
ら
国
産
に
シ
フ
ト
す
る
動
き
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
林
業
・
木
材
産

業
は
、
こ
の
流
れ
を
定
着
さ
せ
拡
大
し
て
い

く
た
め
に
も
、
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
安
定
供
給
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
い
え
ま
す
。
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国
内
の
木
材
加
工
技
術
が
向
上
し
て
い
る

こ
と
も
、
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
を
後
押

し
す
る
、
強
い
追
い
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
今
ま
で
は
用
途
が
限
ら
れ
て
い
た

曲
が
り
材
か
ら
集
成
材
用
ラ
ミ
ナ
を
生
産
す

る
加
工
機
械
、
小
径
木
に
も
対
応
で
き
る
合

板
用
の
単
板
製
造
機
な
ど
、
新
た
な
技
術
を

用
い
た
機
械
が
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
集
成
材
や
合
板
と
い
っ
た
大
規

模
量
産
型
の
規
格
品
に
つ
い
て
も
、
国
産
材

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

加
工
技
術
の
向
上

3

図２　木材の安定供給体制のイメージ例

原木を安定的、かつ効率的に供給するためには、小規模で分散的な供給体制を見直す必要があります。
まず、森林組合や素材生産業者が中心となって、森林所有者が安心して管理を委託できる状況を作る
ことが大切です。委託量がまとまることは、より計画的・効率的な作業を可能とし、低コスト化や競
争力の強化につながります。そして、さまざまなニーズに応えるため、地域間などで連携を図り、年
間を通じて安定した供給ができる体制を構築することが重要だといえます。

国有林 民有林

森林組合など

大規模製材工場、合板工場など

・意欲ある林業事業
体への施業の集約
化

・作業ロットの拡大
による生産性、収
益性の向上（

林
が
減
少
。
加
え
て
、
外
国
産
材
の
供
給
が

増
加
し
た
こ
と
か
ら
伐
採
量
が
減
少
し
始
め

ま
し
た
。
植
林
面
積
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
日
本
の
人
工
林
の
木
々
は
、
八

齢
級
（
※
注
）
か
ら
九
齢
級
の
四
〇
年
生
前

後
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
れ
ら
が
も
う
す
ぐ

利
用
可
能
な
資
源
と
な
り
ま
す
。

木
材
輸
入
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
国
産
材

の
利
用
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
一
七

年
に
は
七
年
ぶ
り
に
国
産
材
の
自
給
率
が

20
％
を
越
え
ま
し
た
。
今
後
益
々
充
実
し
つ

つ
あ
る
森
林
資
源
を
有
効
に
利
用
す
れ
ば
、

林
業
や
木
材
産
業
の
再
生
が
期
待
で
き
る
の

で
す
。

※
注　

齢
級

森
林
の
年
齢
を
五
年
幅
で
分
け
た
も
の
。
人
工

林
の
場
合
、
苗
木
を
植
林
し
た
年
を
一
年
生
と

し
て
、
一
〜
五
年
生
を
一
齢
級
、
六
〜
十
年
生

を
二
齢
級
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
追
い
風
が
吹
い
て
い
る

今
こ
そ
、
林
業
・
木
材
産
業
は
国
産
材
に

よ
る
品
質
の
確
か
な
製
品
の
安
定
供
給
体

制
を
構
築
し
、
成
長
し
た
木
々
が
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
健
全
な
森
林
づ
く
り
が

長
期
的
に
支
え
ら
れ
て
い
く
好
循
環
を
生

み
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
林
業
・
木
材
産
業
が
取

り
組
む
べ
き
改
革
の
方
向
性
と
し
て
、
白

書
で
は
①
大
規
模
・
安
定
供
給
へ
の
取
組
、

②
こ
だ
わ
り
の
あ
る
木
材
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
③
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
製
品
開

発
の
推
進
、
④
木
材
の
総
合
的
な
利
用
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

大
規
模
・
安
定
供
給
へ
の
取
組
は
、
低

コ
ス
ト
で
効
率
的
に
高
品
質
の
製
品
を
供

給
し
、
国
産
材
製
品
の
競
争
力
を
高
め
て

い
く
上
で
重
要
で
す
。

こ
だ
わ
り
の
あ
る
木
材
ニ
ー
ズ
は
、
い

わ
ば
森
林
や
木
の
よ
さ
の
理
解
者
で
も
あ

り
、
こ
う
し
た
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
着
実
に

対
応
し
て
い
く
取
組
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
木
材
利
用
を
進
め
る
上
で
は
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
製
品
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
木
造
住
宅
に
加
え
、

健
康
で
快
適
な
住
空
間
へ
の
関
心
に
応
え

る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
内
装
で
の
製
品
開
発
な

ど
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
が
必
要
で
す
。

木
材
の
総
合
的
な
利
用
で
は
、
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

今
こ
そ
、
林
業
・
木
材
産
業
が

連
携
し
、
再
生
に
向
け
た
動
き
を

す
。
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
は
循
環
型
社
会
の

構
築
、
温
暖
化
防
止
へ
の
貢
献
に
加
え
、

山
村
地
域
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
も
の

で
あ
り
、
コ
ス
ト
的
に
実
用
化
可
能
な
レ

ベ
ル
に
向
け
た
新
た
な
利
用
策
の
研
究
・

実
証
試
験
の
推
進
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
林
業
・
木
材
産

業
の
連
携
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
国
民
が
国

産
材
製
品
を
選
択
し
て
い
く
流
れ
が
で
き

る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
に
貢
献
す
る
産
業

と
し
て
林
業
・
木
材
産
業
が
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

所有者

・民有林・国有林を
通じた木材の安定
供給体制の構築

・国産材の安定供給、
流通の合理化によ
る競争力の確保

所有者 所有者

所有者
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一
九
九
七
年
、
京
都
府
で
開
か
れ
た

「
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）」
に
お
い
て
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標
値
を
定
め

た
「
京
都
議
定
書
」
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
、
基
準
年
（
一
九
九
〇
年
）
の
水

準
と
比
較
し
て
、
六
％
の
温
室
効
果
ガ
ス

を
削
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
二
〇
〇
一
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
７
で
は
、
森

林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
算
入

ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
、
日
本
は
上
限
と
し

て
一
三
〇
〇
万
炭
素
ト
ン
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
量
は
六
％
削
減
約
束
の
う
ち
、

約
三
・
八
％
と
な
り
ま
す
。

京
都
議
定
書
で
は
、
算
入
の
対
象
と
な

る
森
林
吸
収
量
を
一
九
九
〇
年
以
降
新
た

に
造
成
さ
れ
た
森
林
及
び
適
切
な
森
林
経

営
が
行
わ
れ
た
森
林
と
し
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
既
に
多
く
の
森
林
が
造
成
さ
れ
て

お
り
、
新
た
に
造
成
さ
れ
る
森
林
は
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
経
営
が
行
わ

れ
て
い
る
森
林
に
よ
る
吸
収
量
に
よ
り

一
三
〇
〇
万
炭
素
ト
ン
を
確
保
す
る
必
要

地球温暖化防止に
貢献する森林

が
あ
り
、
こ
の
た
め
に
、
森
林
整
備
を
一

層
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
京
都
議
定
書
の
第
一
約

束
期
間
の
開
始
が
二
〇
〇
八
年
に
迫
る
中
、

林
野
庁
の
試
算
で
は
、
森
林
吸
収
量
の
目

標
で
あ
る
一
三
〇
〇
万
炭
素
ト
ン
の
確
保

に
、
ま
だ
一
一
〇
万
炭
素
ト
ン
が
不
足
し

て
い
る
状
況
で
す
。
不
足
分
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
第
一
約
束
期
間
が
終
了
す
る

二
〇
一
二
年
ま
で
に
、
毎
年
二
〇
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
追
加
的
な
森
林
整
備
が
必
要
な

の
で
す
。
こ
の
た
め
、「
地
球
温
暖
化
防

森
林
吸
収
源
対
策
の

加
速
化
が
必
要

国　名 吸収量適用上限値
（炭素トン）

森林面積
（平方㎞）

削減数値目標
（％）

日本 1,300 万 25万 6

カナダ 1,200 万 310 万 6

ロシア 3,300 万 809 万 0

フランス 88万 16万 8

ドイツ 124万 11万 8

イギリス 37万 3万 8

表１　主な国の温室効果ガスの森林吸収量の適用上限値
　　　と森林面積、削減数値目標

止
森
林
吸
収
源
10
カ
年
対
策
」
や
「
美
し

い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」
に
よ
り

国
民
全
体
で
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

な
お
、
昨
年
一
〇
月
に
発
表
さ
れ
た

二
〇
〇
五
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

は
、
基
準
年
（
一
九
九
〇
年
）
の
総
排
出

量
を
八
・
一
％
上
回
っ
て
お
り
、
急
速
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
の
皆

様
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
森
林
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
吸
収
源
対
策
の

推
進
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

図3　日本の温室効果ガス排出量

（億トンCO２）

14

13

12

11

10

基準年排出量
（原則1990年）

2004年度
排出量

2005年度
排出量

京都議定書削減約束
（2008～2012年）

12億
6,100万トン

13億5,500万トン
（＋7.4％）

13億6,400万トン
（＋8.1％）

－6％

－0.6％

森林吸収源対策で3.8％
京都メカニズムで1.6％

の確保を目標

資料：環境省「2005年温室効果ガス排出量速報値」

8.7％の排出
削減が必要
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多様で健全な森林への
誘導に向けた
森林整備

我
が
国
で
は
、
戦
後
か
ら
昭
和
四
〇
年
代
に

か
け
て
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
針
葉
樹
を
中
心
と

し
た
造
林
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
人
工
林
は
、
現
在
、
保
育
段
階
か
ら
利

用
可
能
な
段
階
に
移
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
木

材
価
格
の
低
迷
な
ど
か
ら
間
伐
な
ど
の
手
入
れ

が
遅
れ
て
い
る
林
分
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
他

方
、
森
林
へ
の
国
民
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て

お
り
、
木
材
生
産
へ
の
ニ
ー
ズ
だ
け
で
は
な
く

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
森
林
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
傾
斜
が
急
な
森
林
で
は
、
国
土

の
保
全
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
土
壌
の
流
出

多
様
な
森
林
へ
の
誘
導

〜
一
〇
〇
年
先
を
見
通
し
た
森
林
づ
く
り
〜

に
配
慮
し
て
大
面
積
の
皆
伐
は
避
け
る
べ
き
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
景
観
に
配
慮
す
る
必

要
の
あ
る
森
林
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
が
望
ま

れ
る
森
林
で
は
、
大
径
木
か
ら
な
る
森
林
や
多

様
な
樹
種
が
混
交
し
た
森
林
な
ど
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
原
生
的
な
自
然
環
境
と
隣

接
す
る
人
工
林
に
は
そ
れ
ら
の
環
境
に
配
慮
し
、

緩
衝
帯
と
し
て
の
役
割
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
野

生
動
物
の
生
息
環
境
へ
の
配
慮
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
郷
土
樹
種
な
ど
を
活
用
し
た
森
林
づ
く

り
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
一
八
年
九
月
に
策
定
さ
れ
た
新
た
な
森

林
・
林
業
基
本
計
画
で
は
、
今
後
急
増
す
る
高

齢
級
の
人
工
林
に
つ
い
て
、
森
林
の
多
面
的
機

能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
つ
つ
、
多
様
化
す
る

国
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
針
広

混
交
林
化
や
広
葉
樹
林
化
、
長
伐
期
化
等
に
よ

り
多
様
で
健
全
な
森
林
へ
誘
導
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

間
伐
は
、
健
全
で
多
面
的
な
機
能
を
十
分
に

発
揮
す
る
森
林
を
育
成
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
立
木
の
一
部
を
抜
き
伐
り
す
る
作
業
で

す
。

 

健
全
で
良
好
な
状
態
の
森
林
は
、
下
草
や

低
木
な
ど
の
植
生
や
落
葉
落
枝
に
よ
り
雨
水
な

ど
に
よ
る
土
壌
の
浸
食
や
流
出
を
防
い
で
い
ま

す
。
雨
水
に
よ
る
森
林
か
ら
の
土
砂
流
出
量
は
、

耕
地
や
裸
地
よ
り
も
か
な
り
少
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
樹
木
の
根
は
土
砂
や
岩
石

な
ど
を
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
固
定
し
て
お
り
、

土
砂
の
崩
壊
を
防
ぐ
機
能
を
も
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
森
林
の
土
壌
は
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に

雨
水
を
吸
収
し
一
時
的
に
蓄
え
、
急
激
に
流
出

さ
せ
ず
徐
々
に
河
川
へ
送
り
出
す
こ
と
に
よ
り
、

洪
水
を
緩
和
す
る
機
能
、
水
質
を
浄
化
す
る
機

能
な
ど
を
も
っ
て
い
ま
す
。

間
伐
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
、
森
林
内
の
樹

木
は
幹
や
根
を
十
分
に
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
ま
た
、
森
林
内
へ
の
日
照
が
遮
ら
れ
る

こ
と
か
ら
林
床
が
暗
く
下
層
植
生
な
ど
が
育
ち

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
森
林
で
は
、
森
林
の
健

全
性
が
損
な
わ
れ
、
風
害
、
雪
害
、
病
虫
害
な

ど
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
ま
る
と
と
も
に
、
降

雨
に
よ
り
表
土
が
流
出
し
や
す
く
な
る
な
ど
、

公
益
的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
一
般
に
間
伐
が
必
要
と
さ
れ

る
一
六
〜
四
五
年
生
の
森
林
が
人
工
林
全
体
の

六
割
を
占
め
て
お
り
、
間
伐
の
推
進
が
森
林
の

健
全
性
を
確
保
す
る
上
で
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

図４　多様な森林への誘導のイメージ

間
伐
の
重
要
性

今
回
は
、「
平
成
一
八
年
度　

森
林
・
林
業

白
書
」
の
中
か
ら
、
林
業
・
木
材
産
業
の
再

生
に
向
け
た
動
き
や
、
世
界
的
な
対
応
が
急

が
れ
る
温
暖
化
対
策
へ
の
森
林
の
貢
献
、
多

様
な
森
林
づ
く
り
を
目
指
し
た
動
き
や
間
伐

の
重
要
性
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
白
書

で
は
、
こ
の
他
に
も
我
が
国
で
育
ま
れ
て
き

た
木
の
文
化
や
木
材
利
用
の
意
義
を
子
供
達

に
伝
え
る
木
育
や
森
林
環
境
教
育
の
重
要
性
、

企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
づ
く
り

活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
動
き
、
花
粉
症
対

策
や
鳥
獣
被
害
対
策
、
国
有
林
に
お
け
る
多

様
な
取
り
組
み
な
ど
、
今
回
の
誌
面
で
紹
介

で
き
な
か
っ
た
多
く
の
内
容
に
つ
い
て
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
一
読
下
さ
い
。

ま
と
め

写真　間伐未実施の森林と間伐を実施した森林

間伐未実施

間伐実施




